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事業構造改革について 
 

 当社グループは、中国の過剰生産能力を主因とする世界的な鋼材需給環境の悪化や人口減少に伴う将
来的な国内鋼材消費の漸減等、国内外の中長期的な経営課題を克服するとともに、当社グループの得意
分野における事業伸長を通じて、今後もお客様や社会、その他ステークホルダーに必要とされる企業と
してあり続けるため、本日の当社取締役会で、下記のとおり、コア製品戦略を軸とした事業構造改革の
方針を決定しましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．コア製品の再定義と戦略強化 
 2012 年 10 月の旧日新製鋼株式会社と日本金属工業株式会社による経営統合以降、当社グループは、
ステンレス分野における上工程投資やステンレス鋼管事業の再編に加えて、特殊鋼や特殊めっき事業の
海外展開、塗装建材事業の再編といったコア製品戦略強化に繋がる施策を着実に実施してまいりました。 

当社グループは、この動きを加速し、将来のコア製品開拓が企業価値拡大の強いドライブとなるよう、
コア製品を「お客様における付加価値の飛躍的創出と当社キャッシュフローへの高い貢献を両立する製
品」と再定義するとともに、研究開発も含めたコア製品創出投資の拡大やグループ製品群の再構築によ
るグループコア製品比率の更なる向上により、コア製品戦略の強化を実現いたします。 
 
２．コア製品戦略強化に向けた投資方針 

当社グループは、コア製品戦略強化に向け、当社の強みである表面処理（塗装含む）・ステンレス・
特殊鋼分野等への投資余力を確保するため、まもなく改修期を迎える呉製鉄所第１・第２高炉について、
2019 年度末までに第 1 高炉を拡大改修し、その後第 2 高炉を休止することで、投資余力を創出します。
当社は、これに伴い不足する鉄源について、新日鐵住金株式会社に対して鋼片供給を要請し、同社から
調達する予定です。  
※なお、本件に関連して「新日鐵住金㈱による日新製鋼㈱の子会社化等の検討開始について」を開示しております。 

 
３．呉製鉄所の高付加価値化 
近年、呉製鉄所では、高清浄度鋼生産に必要な取鍋精錬炉（LF）設備導入や加熱炉燃料転換工事、自

家発電設備の更新等、高付加価値化や競争力強化に繋がるさまざまな投資を実施しております。今後は、
高出銑比操業への指向による生産効率向上とあわせて、コア製品戦略強化に繋がる施策を次のとおり実
施し、製鉄所の更なる高付加価値化を図ります。 

① 普通鋼・特殊鋼分野 
◇ 品質向上による高付加価値化を図るため、全量溶銑予備処理体制を実現します。 

② 特殊鋼分野 
◇ 所内の操業効率化投資を通じて、生産能力の向上を図ります。 
◇ 新たに水素焼鈍設備を導入し、特殊鋼生産体制の強化を実現します。 
◇ LF 設備の活用を通じて、より付加価値の高い高清浄度鋼の拡販を進めます。 

 
４．今後の見通し 
 本件が当社の連結業績に与える影響については、その概要が判明し次第、必要に応じて速やかに公表
いたします。 

以 上 


